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　彦根市は、この夏から秋にかけて、恒例イベントの内容

の充実に加え、「戦国・戦（いくさ）」をテーマにして彦根

の観光をＰＲしています。

　新たな取り組みでは、彦根城天
てん

秤
びん

櫓
やぐら

で開催予定の特別展

「甲
かっ

冑
ちゅう

でみる武将（おとこ）たちの関ヶ原」や、夢京橋あか

り館での企画展「MITSUNARI 11（三成イレブン）」、開

国記念館での企画展「近江の戦国・彦根の戦国」などです。

各イベントで多くの人に彦根の魅力をお知らせしていきま

すが、観光が地域に与える経済効果をさらに高めるために

は、宿泊客を増やすことが有効な方法の一つです。

　そのため、彦根市が周辺市町に呼びかけ「びわ湖・近江

路観光圏協議会」を組織し、広域での観光振興に取り組ん

でいます。今回は、「びわ湖・近江路観光圏」を紹介します。

　　

４
市
６
町
の
行
政
区
域
を
越
え
て
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
や
組
織
が
協
調
し
て
、

魅
力
的
な
広
域
観
光
資
源
の
存
在
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
は
、「
観
光
地
域
づ
く
り

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
言
わ
れ
る
拠

点
が
必
要
不
可
欠
で
す
。「
観
光
地
域
づ

く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
左
図

の
と
お
り
、
観
光
情
報
を
集
約
し
て
商

品
化
し
、
旅
行
会
社
や
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
情
報
を
提
供
し
、
商
品
を

販
売
す
る
サ
ー
ビ
ス
拠
点
で
す
。
び
わ

湖
・
近
江
路
観
光
圏
で
の
サ
ー
ビ
ス
拠

点
が
近
江
屋
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

び
わ
湖
・
近
江
路
観
光
圏
の
よ
り
一

層
の
発
展
の
た
め
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
運
営
の
安
定
化
と
機
能
強
化
が
必
要

で
あ
り
、
圏
域
内
の
市
町
で
は
、
同
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
近
江
屋
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

Ｊ
Ｒ
米
原
駅
周
辺
の
整
備
計
画
に
合
わ

せ
て
、
Ｊ
Ｒ
米
原
駅
へ
の
移
転
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

圏
域
が
一
体
と
な
っ
た

活
動
が
地
域
を
元
気
に
す
る

近
江
屋
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
所
長　

　
　
　

  

田た

渕ぶ
ち　

正ま
さ

人と

さ
ん

　

近
江
屋
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
は
、「
お

客
様
と
地
域
を
つ
な
ぐ
」「
地
域
を
ま

と
め
る
」
こ
と
が
役
割
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
お
客
様
と
地
域
を
つ
な
ぐ
」
た

め
に
、
地
域
に
眠
っ
て
い
る
資
源
を

活
用
し
て
、
圏
域
を
訪
れ
る
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
（
癒
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

ど
）
や
価
値
観
に
あ
っ
た
提
案
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
地
域
を
ま
と
め
る
」
た
め

に
、
圏
域
の
市
町
が
連
携
す
る
こ
と

や
、
事
業
者
・
生
産
者
・
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
観
光
の
事
業
展
開

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
　

テ
ー
マ
が
あ
る
観
光
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

　

現
在
で
は
、
観
光
の
形
態
や
ニ
ー

ズ
が
変
化
し
て
き
て
、
市
町
単
位
の

取
り
組
み
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
彦
根
城
も
見
た
い
し
、
小
谷
城

（
長
浜
市
）
も
見
た
い
と
い
う
人
が
い

て
も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
町
単
位

で
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
町
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、

広
域
に
連
携
し
て
、「
テ
ー
マ
（
ス

ト
ー
リ
ー
）
が
あ
る
観
光
」
の
提
案
を

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
様
な
魅
力
を
組
み
合
わ
せ
て

フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り
を

　　

彦
根
市
に
は
い
い
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
史
跡
、
自
然
、
文
化
、

伝
統
産
業
な
ど
の
多
様
な
魅
力
を
組

み
合
わ
せ
て
、
お
客
様
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

彦
根
市
や
圏
域
に
「
行
っ
て
み
た

い
」「
再
び
来
た
い
」
と
い
う
フ
ァ
ン

や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
る
魅
力
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

　

圏
域
内
の
市
町
や
、
事
業
者
・
生

産
者
・
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
活

動
で
、
フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
な
ど

の
交
流
人
口
が
増
加
す
る
と
い
う

「
小
さ
な
成
功
事
例
」を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
ま
ち
が
元
気
に
な
り
ま
す
。

ま
ち
が
元
気
に
な
れ
ば
、
住
ん
で
い

る
人
に
誇
り
や
愛
着
が
生
ま
れ
る
で

し
ょ
う
。
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帰
り
か
ら
宿
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滞
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型
観
光
〜

　　
「
び
わ
湖
・
近
江
路
観
光
圏
」
は
平
成

20
年
８
月
に
、
彦
根
市
長
が
呼
び
か
け

人
と
な
り
、
当
時
の
湖
北
・
湖
東
地
域

の
５
市
13
町
の
行
政
と
観
光
協
会
、
旅

行
事
業
者
な
ど
を
構
成
員
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
町
合
併
な
ど

を
経
て
、現
在
は
４
市
６
町
（
※
左
の
地

図
参
照
）
で
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
「
び
わ
湖
・
近
江
路
観
光
圏
」

は
、
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
や
、
宿
泊

の
魅
力
向
上
、
観
光
案
内
体
制
の
整
備

な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
事
業
者
（
ホ
テ
ル
や
旅
館

な
ど
）
が
主
体
的
に
「
宿
泊
部
会
」
を

▲熱心な議論が行われる宿泊部会の会議の様子

組
織
し
、
こ
れ
ま
で
交
流
の
少
な
か
っ

た
他
市
町
の
宿
泊
事
業
者
と
連
携
し
た

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

※　

彦
根
市
・
長
浜
市
・
東
近
江
市
・

米
原
市
・
日
野
町
・
竜
王
町
・
愛
荘

町
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町

※圏域はグレーの部分

三島池（米原市）

永源寺（東近江市）

天秤櫓で始まる特別展のイメージ図（彦根市）

「びわ湖・近江路観光圏」




